
雪
中
行

　
小
樽
よ
り
釧
路
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
啄
木

（
第
一
信
）
　
岩
見
沢
に
て

　
一
月
十
九
日
。
雪
。

　
僅
か
三
時
間
許
り
し
か
眠
ら
な
か
つ
た
の
で
、
眠

い
こ
と
話
に
な
ら
ぬ
。
頬
を
脹
ら
し
て
顔
を
洗
つ
て

居
る
と
、
頼
ん
で
置
い
た
車
夫
が
橇
（
そ
り
）
を
牽

（
ひ
）
い
て
来
た
。
車
夫
が
橇
を
牽
く
と
は
、
北
海

道
を
知
ら
ぬ
人
に
は
解
り
ツ
こ
の
な
い
事
だ
。
そ
こ

／
＼
に
朝
飯
を
済
ま
し
て
橇
に
乗
る
。
い
く
ら
踏
反

返
（
ふ
ん
ぞ
り
か
へ
）
つ
て
見
て
も
、
徒
歩
で
歩
く

人
々
に
見
下
ろ
さ
れ
る
。
気
の
毒
な
が
ら
威
張
つ
た

甲
斐
が
な
い
。

　
中
央
小
樽
駅
に
着
き
は
着
い
た
が
、
少
し
の
加
減

で
午
前
九
時
の
下
り
列
車
に
乗
後
れ
て
了
つ
た
。
仕

方
な
さ
に
東
泉
先
生
の
お
宅
へ
行
つ
て
、
次
の
汽
車

を
待
つ
こ
と
に
す
る
。
馳
せ
参
ず
る
人
二
人
三
人
。

暖
炉
（
ス
ト
ー
ブ
）
に
火
を
入
れ
て
イ
ザ
取
敢
へ
ず

1



と
盃
が
廻
り
は
じ
め
る
。
不
調
法
の
自
分
は
頻
り
に

煙
草
を
吹
か
す
。
話
は
そ
れ
か
ら
こ
れ
へ
と
続
い
た

が
就
中
の
大
問
題
は
僕
の
頭
で
あ
つ
た
。
知
ら
ぬ
人

は
知
る
ま
い
が
、
自
分
の
頭
は
、
昨
年
十
一
月
の
初

め
鬼
舐
頭
病
（
と
く
と
う
び
や
う
）
と
い
ふ
の
に
取

付
か
れ
た
の
で
、
今
猶
直
径
一
寸
余
の
禿
が
、
無
慮

三
つ
四
つ
、
大
き
く
も
な
い
頭
に
散
在
し
て
居
る
。

東
泉
先
生
曰
く
、
君
の
頭
は
植
林
地
か
、
そ
れ
と
も

開
墾
地
か
、
後
者
だ
と
す
れ
ば
着
々
成
功
し
て
居
る

が
、
植
林
の
方
だ
と
甚
だ
以
て
不
成
績
ぢ
や
な
い
か

！　
火
を
入
れ
た
暖
炉
の
真
赤
に
な
る
迄
火
勢
の
よ
く

な
つ
た
時
は
、
人
々
の
顔
も
ど
う
や
ら
ほ
ん
の
り
と

色
づ
い
て
居
た
。
今
度
こ
そ
は
乗
遅
れ
ぬ
や
う
に
と

再
び
停
車
場
に
駆
け
付
け
る
。
手
に
し
た
切
符
は
、

「
ち
う
お
う
お
た
る
よ
り
く
し
ろ
ま
で
」

　
客
が
少
く
て
、
殊
に
二
等
室
は
緩
（
ゆ
つ
く
）
り

と
し
た
も
の
。
汽
笛
の
鳴
る
迄
を
先
生
は
汽
車
衝
突

の
話
を
さ
れ
る
。
そ
れ
は
戦
役
当
時
の
事
で
あ
つ
た

と
か
。
先
生
自
身
と
外
に
一
人
を
除
い
て
は
皆
軍
人
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許
り
、
ヒ
ヨ
ウ
と
気
（
け
）
た
た
ま
し
い
非
常
汽
笛

が
鳴
る
と
、
指
揮
官
の
少
尉
殿
は
忽
ち
「
伏
せ
ツ
」

と
号
令
を
下
し
た
、
軍
人
は
皆
バ
タ
／
＼
と
床
に
伏

し
た
。
そ
の
た
め
、
機
関
車
は
壊
れ
死
傷
者
も
数
多

く
あ
つ
た
け
れ
ど
、
こ
の
一
室
中
の
人
許
り
は
誰
一

人
微
傷
だ
も
し
な
か
つ
た
と
云
ふ
。
汽
車
に
乗
つ
た

か
ら
汽
車
衝
突
の
話
を
す
る
と
は
誠
に
う
ま
い
事
と

自
分
は
ひ
そ
か
に
考
へ
た
、
そ
し
て
又
、
衝
突
な
り

雪
埋
な
り
、
何
か
し
ら
こ
ん
ど
の
旅
行
記
を
賑
は
す

べ
き
事
件
が
、
釧
路
ま
で
行
く
う
ち
に
起
つ
て
呉
れ

ゝ
ば
よ
い
が
と
、
人
に
知
ら
さ
れ
ぬ
危
険
な
事
を
思

ふ
。

　
午
前
十
一
時
四
十
分
。
車
は
動
き
出
し
て
、
車
窓

の
外
に
立
つ
て
居
た
日
報
社
の
人
々
が
見
え
な
く
な

つ
た
。
雪
が
降
り
出
し
て
居
る
。
風
さ
へ
吹
き
出
し

た
の
か
、
そ
れ
と
も
汽
車
が
風
を
起
し
た
の
か
、
声

な
き
鵞
毛
の
幾
千
万
片
、
卍
巴
と
乱
れ
狂
つ
て
冷
た

い
窓
硝
子
を
打
つ
。
¦
¦
其
硝
子
一
重
の
外
を
知
ら

ぬ
気
に
、
車
内
は
暖
炉
（
ス
ト
ー
ブ
）
勢
ひ
よ
く
燃

え
て
、
冬
の
旅
と
は
思
へ
ぬ
暖
か
さ
。
東
泉
先
生
は

3



其
肥
大
の
躯
を
白
毛
布
の
上
に
ド
シ
リ
と
下
し
て
、

心
安
げ
に
本
を
見
始
め
る
。
先
生
に
侍
し
て
、
雪
に

埋
れ
た
北
海
道
を
横
断
す
る
自
分
は
宛
然
（
さ
な
が

ら
）
腰
巾
着
の
如
く
、
痩
せ
て
小
さ
い
躯
を
其
横
に

据
ゑ
て
、
衣
嚢
（
か
く
し
）
か
ら
新
聞
を
取
出
し
た
。

サ
テ
太
平
無
事
な
天
下
で
は
あ
る
。
蔵
逓
両
相
が
挂

冠
し
た
と
い
ふ
外
に
、
広
い
世
の
中
何
一
つ
面
白
い

事
が
な
い
。

　
窓
越
し
に
見
る
雪
の
海
、
深
碧
の
面
が
際
限
も
な

く
皺
立
つ
て
、
車
輛
を
洗
ふ
か
と
許
り
岸
辺
の
岩
に

砕
く
る
波
の
徂
徠
（
ゆ
き
き
）
、
碧
い
海
の
声
の
白

さ
は
降
る
雪
よ
り
も
美
し
い
。
朝
里
張
碓
（
あ
さ
り

は
り
う
す
）
は
斯
く
て
後
に
な
つ
て
、
銭
函
（
ぜ
に

ば
こ
）
を
過
ぐ
れ
ば
石
狩
の
平
野
で
あ
る
。

　
午
後
一
時
二
十
分
札
幌
に
着
い
て
、
東
泉
先
生
は

一
人
下
車
せ
ら
れ
た
。
明
日
旭
川
で
落
合
ふ
と
い
ふ

約
束
な
の
で
あ
る
。
降
り
し
き
る
雪
を
透
し
て
、
思

出
多
き
木
立
の
都
を
眺
め
た
。
外
国
振
（
と
つ
く
に

ぷ
り
）
［
＃
ル
ビ
の
「
と
つ
く
に
ぷ
り
」
は
マ
マ
］

の
ア
カ
シ
ヤ
街
も
見
え
ぬ
。
菩
提
樹
の
下
に
牛
遊
ぶ
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「
大
い
な
る
田
舎
町
」
の
趣
き
も
見
え
ぬ
。
降
り
に

降
る
白
昼
（
ま
ひ
る
）
の
雪
の
中
に
、
我
が
愛
す
る

「
詩
人
の
市
（
ま
ち
）
」
は
眠
つ
て
居
る
、
※
（
げ

き
）
［
＃
「
闃
」
の
「
目
」
に
代
え
て
「
自
」
、
1

4
ー
9
］
と
し
て
声
な
く
眠
つ
て
居
る
。
不
図
気
が

つ
け
ば
、
車
中
の
人
は
一
層
少
く
な
つ
て
居
た
。
自

分
は
此
時
初
め
て
、
何
と
は
な
く
己
が
身
の
旅
に
あ

る
事
を
感
じ
た
。

　
汽
笛
が
鳴
つ
て
汽
車
は
ま
た
動
き
出
し
た
。
札
幌

よ
り
彼
方
（
む
か
う
）
は
自
分
の
未
だ
嘗
（
か
つ
）

て
足
を
入
れ
た
事
の
な
い
所
で
あ
る
。
白
石
厚
別
（

あ
つ
べ
つ
）
を
過
ぎ
て
次
は
野
幌
（
の
つ
ぽ
ろ
）
。

睡
眠
不
足
で
何
か
し
ら
疲
労
を
覚
え
て
居
る
身
は
、

名
物
の
煉
瓦
餅
を
買
ふ
気
に
も
な
れ
ぬ
。
江
別
も
過

ぎ
た
。
幌
向
（
ほ
ろ
む
い
）
も
過
ぎ
た
。
上
幌
向
の

停
車
場
の
大
時
計
は
、
午
後
の
三
時
十
六
分
を
示
し

て
居
た
。

　
雪
は
何
時
し
か
晴
れ
て
居
る
。
空
一
面
に
渋
い
顔

を
披
い
た
灰
色
の
雪
が
大
地
を
圧
し
て
、
右
も
左
も
、

見
ゆ
る
限
り
は
雪
又
雪
。
所
々
に
枯
木
や
茅
舎
を
点
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綴
し
た
冬
の
大
原
野
は
、
漫
（
そ
ぞ
）
ろ
に
ま
だ
見

ぬ
露
西
亜
の
曠
野
を
偲
ば
し
め
る
。
鉄
の
如
き
人
生

の
苦
痛
と
、
熱
火
の
如
き
革
命
の
思
想
と
を
育
て
上

げ
た
、
荒
涼
と
も
壮
大
と
も
云
ひ
様
な
き
北
欧
の
大

自
然
は
、
幻
の
如
く
自
分
の
目
に
浮
ん
だ
。
不
図
し

た
ら
、
猟
銃
を
肩
に
し
た
ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
が
、
人
の

好
さ
さ
う
な
、
髯
の
長
い
、
巨
人
の
如
く
背
の
高
い

露
西
亜
の
百
姓
と
共
に
、
此
処
い
ら
を
彷
徨
（
う
ろ

つ
）
い
て
居
は
せ
ぬ
か
と
い
ふ
様
な
心
地
が
す
る
。

気
が
つ
く
と
、
自
分
と
向
合
つ
て
腰
か
け
て
居
る
商

人
体
の
男
が
、
金
釦
の
外
套
を
着
た
十
二
三
の
少
年

を
二
人
伴
れ
て
居
る
。
そ
し
て
二
人
共
悧
巧
さ
う
な

顔
を
し
て
居
る
。
自
分
は
思
は
ず
チ
ヨ
ツ
と
舌
打
を

し
た
。
日
本
人
は
ど
う
し
て
恁
（
か
）
う
せ
せ
こ
ま

し
い
、
万
事
に
抜
目
の
な
い
様
な
、
悧
巧
さ
う
な
、

小
国
民
ら
し
い
顔
を
し
て
る
だ
ら
う
と
、
ト
ン
ダ
不

平
を
起
し
て
再
び
目
を
窓
外
に
転
じ
た
。
積
雪
の
中

に
所
々
、
恰
も
錆
び
た
剣
の
如
く
、
枯
れ
た
蘆
の
葉

が
頭
を
出
し
て
居
る
。

　
程
な
く
岩
見
沢
に
下
車
し
て
、
車
夫
を
呼
ぶ
と
橇
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牽
（
そ
り
ひ
き
）
が
来
た
。
今
朝
家
を
出
た
時
の
如

く
、
不
景
気
な
橇
に
賃
し
て
四
時
頃
此
姉
が
家
に
着

い
た
。
途
中
目
に
つ
い
た
の
は
、
雪
の
深
い
こ
と
と

地
に
達
す
る
氷
柱
（
つ
ら
ら
）
の
あ
つ
た
事
、
凍
れ

る
ビ
ー
ル
を
暖
炉
（
ス
ト
ー
ブ
）
に
解
か
し
、
鶏
を

割
い
て
の
楽
し
き
晩
餐
は
、
全
く
自
分
の
心
を
温
か

に
し
た
。
剰
（
あ
ま
つ
）
さ
へ
湯
加
減
程
よ
き
一
風

呂
に
我
が
身
体
も
亦
車
上
の
労
れ
を
忘
れ
た
。
自
分

は
今
、
眠
り
た
い
と
云
ふ
外
に
何
の
希
望
も
持
つ
て

居
な
い
。
眠
り
た
い
、
眠
り
た
い
…
…
実
際
モ
ウ
眠

く
な
つ
た
か
ら
、
此
第
一
信
の
筆
を
擱
く
事
に
す
る
。

（
午
後
九
時
半
）

（
第
二
信
）
　
旭
川
に
て

　
一
月
二
十
日
。
曇
。

　
午
前
十
時
半
岩
見
沢
発
二
番
の
旭
川
行
に
乗
つ
た
。

同
室
の
人
唯
四
人
、
頬
髯
逞
し
い
軍
人
が
三
十
二
三

の
黒
い
コ
ー
ト
を
着
た
細
君
を
伴
れ
て
乗
つ
て
居
る
。

新
聞
を
買
つ
て
読
む
、
札
幌
小
樽
の
新
聞
は
皆
新
夕

張
炭
鉱
の
椿
事
を
伝
へ
る
に
急
が
し
い
。
タ
イ
ム
ス
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の
如
き
は
、
死
骸
の
並
ん
で
る
所
へ
女
共
の
来
て
泣

い
て
る
様
を
書
い
た
惨
澹
た
る
　
絵
ま
で
載
せ
て
居

る
。
此
　
絵
を
見
て
、
軍
人
の
細
君
は
「
マ
ア
」
と

云
つ
た
。
軍
人
は
唸
る
様
に
「
ウ
ウ
」
と
答
へ
た
。

　
砂
川
駅
で
昼
食
。

　
ト
見
る
と
、
右
も
左
も
一
望
の
雪
の
中
に
姿
淋
し

き
雑
木
の
林
、
其
間
々
に
雪
を
冠
つ
た
屋
根
の
規
則

正
し
く
幾
列
も
、
並
ん
で
居
る
の
は
、
名
に
し
聞
ゆ

る
空
知
の
屯
田
兵
村
で
あ
ら
う
。
江
部
乙
（
え
べ
お

つ
）
駅
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
、
汽
車
は
鉄
橋
に
か
ゝ

つ
た
。
川
も
な
い
の
に
鉄
橋
と
は
可
笑
（
を
か
し
）

い
と
思
つ
て
、
窓
を
あ
け
る
と
、
傍
人
は
「
石
狩
川

で
す
」
と
教
へ
て
呉
れ
た
。
如
何
様
（
い
か
さ
ま
）

川
に
は
相
違
な
い
が
、
岸
か
ら
岸
ま
で
氷
が
張
詰
め

て
居
て
、
其
上
に
何
尺
と
い
ふ
雪
が
積
つ
て
あ
る
の

だ
か
ら
、
一
寸
見
て
は
川
と
も
何
と
も
見
え
ぬ
。
小

学
校
に
居
る
頃
か
ら
石
狩
川
は
日
本
一
の
大
河
で
あ

る
と
思
つ
て
居
た
。
日
本
一
の
大
河
が
雪
に
埋
れ
て

見
え
ぬ
と
聞
い
た
な
ら
、
東
京
辺
の
人
な
ど
は
何
と

い
ふ
で
あ
ら
う
。
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此
辺
は
、
北
海
道
第
一
の
豊
産
地
た
る
石
狩
平
野

の
中
で
も
、
一
番
地
味
の
饒
（
ゆ
た
）
か
な
所
だ
と
、

傍
人
は
ま
た
教
へ
て
呉
れ
た
。

　
雑
誌
な
ど
読
み
耽
つ
て
ゐ
る
う
ち
に
汽
車
は
何
時

し
か
山
路
に
か
ゝ
つ
た
。
雪
よ
り
雪
に
続
い
て
、
際

限
が
な
い
と
思
つ
て
居
た
石
狩
の
大
原
野
も
、
何
時

の
間
に
か
尽
き
て
了
つ
た
と
見
え
る
。
軈
（
や
が
）

て
着
い
た
停
車
場
は
神
威
古
潭
（
か
む
ゐ
こ
た
ん
）

駅
と
云
ふ
、
音
に
高
き
奇
勝
は
之
か
と
思
つ
て
窓
を

明
け
た
。
「
温
泉
へ
五
町
、
砂
金
採
取
所
へ
八
町
」

と
札
が
目
に
つ
い
た
。
左
の
方
、
崖
下
を
流
る
ゝ
石

狩
川
の
上
流
は
雪
に
隠
れ
て
居
る
。
崖
に
よ
つ
て
建

て
ら
れ
た
四
阿
（
あ
づ
ま
や
）
ら
し
い
の
ゝ
、
積
れ

る
雪
の
重
み
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
た
の
が
あ
つ
た
。
「

夏
は
好
い
で
す
が
喃
」
と
軍
人
は
此
時
初
め
て
自
分

に
声
を
掛
け
た
。

　
汽
車
は
川
に
添
ふ
て
上
る
。
川
の
彼
岸
（
む
か
う
）

は
山
、
山
の
麓
を
流
に
臨
ん
で
、
電
柱
が
並
ん
で
居

る
。
所
々
に
橋
も
見
え
る
。
人
道
が
通
つ
て
る
の
だ

ら
う
が
、
往
来
（
ゆ
き
き
）
の
旅
人
の
笠
一
つ
見
え

9



ぬ
。
鳥
の
声
も
せ
ね
ば
、
風
の
吹
く
様
子
も
な
い
。

汽
車
は
何
処
ま
で
も
何
処
ま
で
も
と
川
に
添
う
て
、

喘
ぎ
／
＼
無
人
の
境
を
走
る
。

　
川
が
瀬
に
な
つ
て
水
の
激
し
て
居
る
所
は
、
流
石

に
氷
り
か
ね
て
居
て
、
海
水
よ
り
も
碧
い
水
が
所
々

真
白
の
花
を
咲
か
せ
て
居
る
。
木
と
い
ふ
木
は
皆
其

幹
の
片
端
に
雪
を
着
け
て
居
る
。
¦
¦
死
の
林
と
は
、

之
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
つ
た
。
幾
千
万
本
と
数
知

れ
ぬ
樹
が
、
皆
白
銀
（
し
ろ
が
ね
）
の
鎧
を
着
て
動

き
ツ
こ
も
な
く
立
往
生
し
て
居
る
。

　
川
が
右
の
方
へ
離
れ
て
行
く
と
、
眼
界
が
少
し
づ

つ
広
く
な
つ
て
来
た
。
何
処
ま
で
行
つ
て
も
、
北
海

の
冬
は
雪
ま
た
雪
、
痩
せ
た
木
が
所
々
に
林
を
な
し

て
居
て
、
雪
に
埋
れ
て
壁
も
戸
も
見
え
ぬ
家
が
散
ら

ば
つ
て
居
る
。
日
は
西
の
空
か
ら
、
雲
間
を
赤
く
染

め
て
、
は
か
な
い
冬
の
夕
の
光
を
投
げ
か
け
る
。

　
旭
川
に
下
車
し
て
、
停
車
場
前
の
宮
越
屋
旅
店
に

投
じ
た
。
帳
場
の
上
の
時
計
は
、
午
後
三
時
十
五
分

を
示
し
て
居
た
。

　
日
の
暮
れ
ぬ
間
に
と
、
町
見
物
に
出
か
け
る
。
流
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石
は
寒
さ
に
名
高
き
旭
川
だ
け
あ
つ
て
、
雪
も
深
い
。

馬
鉄
の
線
路
は
、
道
路
面
か
ら
二
尺
も
低
く
な
つ
て

居
る
。
支
庁
前
に
さ
る
家
を
訪
ね
て
留
守
に
逢
ひ
、

北
海
旭
新
聞
社
に
立
寄
つ
た
。
旭
川
は
札
幌
の
小
さ

い
の
だ
と
能
（
よ
）
く
人
は
云
ふ
。
成
程
街
の
様
子

が
甚
だ
よ
く
札
幌
に
似
て
居
て
、
曲
つ
た
道
は
一
本

も
な
く
、
数
知
れ
ぬ
電
柱
が
一
直
線
に
立
ち
並
ん
で
、

後
先
の
見
え
ぬ
様
な
ど
、
見
る
か
ら
に
気
持
が
よ
い
。

さ
る
四
辻
で
、
一
人
の
巡
査
が
恰
（
あ
た
か
）
も
立

坊
の
如
く
立
つ
て
居
た
。
其
周
匝
（
ま
は
り
）
を
一

疋
の
小
犬
が
グ
ル
／
＼
と
廻
つ
て
頻
り
に
巡
査
の
顔

を
見
て
居
る
の
を
、
何
だ
か
面
白
い
と
思
つ
た
。
知

ら
ぬ
土
地
へ
来
て
道
を
聞
く
に
は
、
女
、
殊
に
年
若

い
女
に
訊
く
に
限
る
と
い
ふ
事
を
感
じ
て
宿
に
帰
る
。

　
湯
に
這
入
つ
た
。
薄
暗
く
て
立
ち
罩
（
こ
）
め
た

湯
気
の
濛
々
（
も
う
も
う
）
た
る
中
で
、
「
旭
川
は

数
年
に
し
て
屹
度
札
幌
を
凌
駕
（
り
よ
う
が
）
す
る

様
に
な
る
よ
」
と
気
焔
を
吐
い
て
居
る
男
が
あ
る
。

「
戸
数
は
幾
何
あ
る
で
す
か
」
と
訊
く
と
、
「
左
様

六
千
余
に
上
つ
て
る
で
せ
う
」
と
其
人
が
答
へ
た
。
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甚
　
（
ど
ん
な
）
人
で
あ
つ
た
か
は
、
見
る
事
が
出

来
ず
に
了
つ
た
。

　
夜
に
入
つ
て
東
泉
先
生
も
札
幌
か
ら
来
ら
れ
た
。

広
い
十
畳
間
に
黄
銅
の
火
鉢
が
大
き
い
。
旭
川
は
ア

イ
ヌ
語
で
チ
ウ
ベ
ツ
（
忠
別
）
と
云
ふ
さ
う
な
、
チ

ウ
は
日
の
出
、
ベ
ツ
は
川
、
日
の
出
る
方
か
ら
来
る

川
と
云
ふ
意
味
な
さ
う
で
、
旭
川
は
そ
の
意
訳
だ
と

先
生
が
話
さ
れ
た
。

　
催
眠
術
の
話
が
出
た
為
め
か
、
先
生
は
既
に
眠
つ

て
し
ま
つ
た
。
明
朝
は
六
時
半
に
釧
路
行
に
乗
る
筈

だ
か
ら
、
自
分
も
そ
ろ
／
＼
枕
に
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
九
時
半
宮
越
屋
楼
上
に
て
）

底
本
：
「
日
本
随
筆
紀
行
第
一
巻
　
北
海
道
　
太
古

の
原
野
に
夢
見
て
」
作
品
社
　

　
　
　
1
9
8
6
（
昭
和
6
1
）
年
6
月
1
0
日
第

1
刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
石
川
啄
木
全
集
　
第
八
巻
」
筑
摩

書
房
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1
9
7
9
（
昭
和
5
4
）
年
1
月

入
力
：
m
a
y
u

校
正
：
富
田
倫
生

2
0
0
1
年
8
月
9
日
公
開

2
0
0
5
年
1
1
月
2
2
日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、

青
空
文
庫
（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
o
z
o

r
a
.
g
r
.
j
p
/
）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、

校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
で
す
。

●
表
記
に
つ
い
て

・
こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
　
W
3
C
勧
告
X
H
T
M
L
1

　
.
1
　
に
そ
っ
た
形
式
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
［
＃
…
］
は
、
入
力
者
に
よ
る
注
を
表
す
記
号
で

　
す
。

・
「
く
の
字
点
」
は
「
／
＼
」
で
表
し
ま
し
た
。

・
「
く
の
字
点
」
を
の
ぞ
く
J
I
S
　
X
　
0
2
1
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3
に
あ
る
文
字
は
、
画
像
化
し
て
埋
め
込
み
ま
し

　
た
。

・
こ
の
作
品
に
は
、
J
I
S
　
X
　
0
2
1
3
に
な

　
い
、
以
下
の
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
数

　
字
は
、
底
本
中
の
出
現
「
ペ
ー
ジ
-
行
」
数
。
）

　
こ
れ
ら
の
文
字
は
本
文
内
で
は
「
※
［
＃
…
］
」

　
の
形
で
示
し
ま
し
た
。

「
闃
」
の
「
目
」
に
代
え
て
「
自
」
　
1
4
ー
9

辺
境
文
庫
に
て
P
D
F
製
本

2
0
0
7
年
7
月
2
4
日
作
成
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